
日時：１２月９日（水）
　　　１３：００～１６：００
場所：芸西村生涯学習館　AVルーム

第４回親育ち支援地域別連絡会（東部２グループ）令和８年８月２１日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　芸西村生涯学習館　学習室　　　

内容： ・連絡会、交流会の振り返り
　　　 　・アンケート集計結果共有
　　　　

　

≪成果≫

□いろいろな園の先生と話をしたり、さまざまな実践に
ついて聞いたりする中で、互いに学び合うことのできる
貴重な場となった。

□他の市町村の情報や支援方法を聞くことができ、自
園でも取り入れてみようと思った。

□協議をする中で、子どもの見方が広がり、支援の幅も
広がった。

□実践シートを使うことで、一つの事例について深く考
えることができた。また、多面的に捉え共有できた。

□グループ全体で迷ったり悩んだりしながらも、いろい
ろな意見が出て、協議が深まった。

□ファシリテーターをすることで、自身のスキルアップに
もつながった。

　次回の予定
アンケートを見ると、保護者へ
の関わり方を振り返ったり、こ
れからの親育ち支援の参考に
したいと言う声が多かったね。
みんなの学びに繋がって、うれ
しいね～。

次回の予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

≪課題≫

□発達課題の見極めの難しさを改めて感じた。
⇒各発達段階の子どもの具体的な姿を知っておくことも大切で
はないかな。

□ファシリテーターとしての役割が十分できなかった。（質問の
投げかけ方・意見の引き出し方・時間配分等が難しかった）
⇒ファシリテーターの経験を重ねることも大切なのではないか
な。
⇒時間配分については、あらかじめタイムキーパーの役割分担
を決めておくと良いのではないか。

□学びが深まる事例の選定が難しかった。
⇒イメージしやすく、話しやすく、自園に持ち帰って実践につな
げられるものにしていきたいね。

□自分たちが学びたいことをもう少し具体的にしておくことで、
学びの方向性や、どこに向かえばよいのかがより明確になった
のではないか。
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